
は
じ
め
に

二
〇
〇
五
年
九
月
一
四
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
、
カ
ナ
ダ
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
の

エ
イ
ル
マ
ー
博
物
館
（A

ylm
er

M
u

seu
m

）
で
、
或
る
ゾ
ウ
（
象
）
の
没
後
一
二
○

年
を
記
念
し
た
展
示
が
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
るq

。
一
八
八
五
年
九
月
一
五
日
、

お
そ
ら
く
二
四
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
そ
の
ゾ
ウ
の
名
前
は
、
ジ
ャ
ン
ボ

（Ju
m

bo

）
と
い
っ
た
。

「
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
い
う
言
葉
を
、
我
が
国
で
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
と
し

た
の
は
、
ま
さ
に
ジ
ャ
ン
ボ
の
ジ
ャ
ン
ボ
な
功
績
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
け
て
は
こ
の
ゾ
ウ
の
絶
大
な
る
人
気
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
っ
たw

。
数
字
の
正

確
さ
は
別
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
一
二
五
万
人
、
ア
メ
リ
カ
で
一
〇
〇
万
人
の
子
ど

も
た
ち
が
ジ
ャ
ン
ボ
の
背
中
に
乗
っ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
幼
い
ウ
イ
ン
ス

ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
や
若
き
シ
ー
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
も
ジ
ャ
ン
ボ
の
も
と

を
訪
れ
た
。
発
明
王
エ
デ
ィ
ソ
ン
は
自
ら
の
大
き
な
発
電
機
に
ジ
ャ
ン
ボ
と
名
づ
け
、

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
も
そ
の
作
品
で
ジ
ャ
ン
ボ
を
取
り
上
げ
た
。
少
し
下
れ
ば
、

一
九
四
一
年
に
は
ジ
ャ
ン
ボ
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
ダ
ン
ボ
（D

u
m

bo

）
が
ス
ク
リ
ー
ン
・

デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
こ
と
に
な
るe

。

こ
れ
だ
け
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
で
も
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
人
気
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
我
が
国
で
も
、
既
に
昭
和
六
年
の
砂
本
悦
次
郎
の
『
象
』
上
巻
に
、

「
恐
ら
く
は
、
動
物
と
し
て
の
身
分
で
達
し
得
る
、
人
氣
の
最
高
峰

さ
い
こ
う
ほ
う

に
到
達
し
た
偉

大
な
る
標
本
と
も
云
へ
や
う
か
」
と
の
ジ
ャ
ン
ボ
評
が
み
ら
れ
るr

。

な
ぜ
こ
の
ゾ
ウ
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
当
時
の
人
々
の
心
を
掴
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

か
。
ジ
ャ
ン
ボ
の
生
涯
を
時
代
背
景
や
欧
米
の
動
物
観
・
自
然
観
と
関
連
づ
け
て
考

察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
気
の
秘
密
に
迫
っ
て
み
た
い
。

第
一
章
　
ジ
ャ
ン
ボ
の
生
涯

ジ
ャ
ン
ボ
に
つ
い
て
は
、
砂
本
の
『
象
』
に
も
二
〇
頁
以
上
に
わ
た
る
記
述
が
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
本
の
利
用
は
現
在
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
九
三
一
年
以
降
の
情
報
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

先
ず
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
生
涯
を
ふ
り
返
り
っ
て
お
き
た
いt

。

ジ
ャ
ン
ボ
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
前
の
由
来
と
同
様
に
諸
説
聞
か
れ
る

が
、
お
そ
ら
く
一
八
六
一
年
に
エ
リ
ト
リ
ア
と
ス
ー
ダ
ン
の
国
境
付
近
、
セ
テ
ィ
ッ

ト
川
（T

h
e

S
etit

R
iver

）
流
域
で
捕
獲
さ
れ
た
。
当
時
、
ま
だ
一
歳
ぐ
ら
い
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
ド
イ
ツ
人
の
ハ
ン
タ
ー
に
し
て
冒
険
家
で
あ
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（Joh
an

n
S

ch
m

idt

）
が
買
い
と
り
、
そ
の
後
、
カ
イ
ロ
に
送
ら
れ
た
こ
の
ゾ
ウ
を
、

パ
リ
動
物
園
（L

a
M

en
agerie

du
Jardin

des
P

lan
tes

）
が
購
入
し
た
。
一
八
六
三

年
一
○
月
二
日
、
ゾ
ウ
は
パ
リ
動
物
園
に
到
着
し
た
が
、
一
八
六
五
年
に
は
パ
リ
動

物
園
と
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
（T

h
e

L
on

don
Z

oological
G

arden
s

）
と
の
間
に
動
物
の

ト
レ
ー
ド
が
成
立
し
、
同
年
六
月
二
六
日
に
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
に
移
る
こ
と
に
な
っ
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た
。
九
月
に
は
ア
フ
リ
カ
・
メ
ス
ゾ
ウ
の
ア
リ
ス
も
加
わ
り
、
そ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ

ゾ
ウ
の
い
な
か
っ
た
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
に
、
オ
ス
、
メ
ス
二
頭
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
が

お
目
見
え
す
る
こ
と
と
な
っ
たy

。

ジ
ャ
ン
ボ
は
、
飼
育
係
マ
シ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
（M

atth
ew

S
cott

）
の
も
と
で
、

飼
育
さ
れ
て
い
る
動
物
で
は
最
大
と
の
評
判
を
得
る
ほ
ど
に
成
長
す
る
。
子
ど
も
た

ち
を
背
中
に
乗
せ
て
園
内
を
歩
く
と
い
う
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
だ
け
が
行
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
ひ
と
き
わ
大
き
な
ゾ
ウ
に
乗
り
た
い
と
い

う
の
は
人
情
と
い
う
べ
き
か
、
彼
の
人
気
は
他
を
圧
し
て
い
たu

。

も
ち
ま
え
の
人
懐
っ
こ
さ
と
巨
大
さ
で
人
気
を
博
す
ジ
ャ
ン
ボ
に
異
変
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
〇
年
、
お
そ
ら
く
彼
が
二
〇
か
二
一
歳
に
な
っ

た
頃
で
あ
っ
た
。
昼
間
は
よ
か
っ
た
が
、
夜
、
小
屋
に
独
り
に
な
る
と
、
体
を
壁
に

ぶ
っ
つ
け
大
暴
れ
を
し
た
。
金
属
の
バ
ー
に
牙
を
突
き
立
て
、
折
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
暴
れ
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
うi

。
一
八
八
一
年
に
は
、
事
故
を
恐
れ
た
園
長
の
バ
ー

ト
レ
ッ
ト
（A

brah
am

D
ee

B
artlett

）
が
動
物
学
協
会
評
議
会
（T

h
e

C
ou

n
cil

of

th
e

Z
oological

S
ociety

of
L

on
don

）
に
対
し
て
、
万
一
の
場
合
に
は
ジ
ャ
ン
ボ
の

命
を
絶
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可
を
求
め
て
い
る
ほ
ど
で
あ
るo

。

同
じ
年
の
三
月
一
八
日
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
興
行
師
バ
ー
ナ
ム
（P

h
in

ea
s

T
aylor

B
arn

u
m

）
と
ベ
イ
リ
ー
（Jam

es
A

n
th

on
y

B
ailey

）
が
手
を
組
み
、
巨
大

サ
ー
カ
ス
「
地
上
最
大
の
シ
ョ
ー
」“T

h
e

B
arn

u
m

an
d

B
ailey’s

G
reatest

S
h

ow
on

E
arth

”

）
を
旗
揚
げ
し
た
。
こ
の
サ
ー
カ
ス
の
呼
び
物
を
探
し
て
い
た

バ
ー
ナ
ム
の
も
と
に
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
巨
大
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
・
ジ
ャ
ン
ボ
の
購

入
が
可
能
だ
と
の
報
せ
が
届
け
ら
れ
、
バ
ー
ナ
ム
は
即
決
し
た!0

。

動
物
園
と
バ
ー
ナ
ム
側
と
の
間
に
二
千
ポ
ン
ド
（
一
万
ド
ル
）
で
の
ジ
ャ
ン
ボ
売

買
契
約
が
成
立
、
一
八
八
二
年
二
月
一
八
日
に
代
金
の
支
払
が
行
わ
れ
、
輸
送
作
戦

の
開
始
と
な
っ
た
。
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
ビ
ル
と
異
名
を
と
る
ニ
ュ
ー
マ
ン

（W
illiam

“E
leph

an
t

B
ill”

N
ew

m
an

）
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
て
、
ジ
ャ
ン

ボ
輸
送
の
任
に
当
た
っ
た
。
用
意
し
た
巨
大
な
枠
箱
に
ジ
ャ
ン
ボ
を
入
れ
よ
う
と
し

た
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
は
こ
れ
を
拒
否
し
て
入
ら
な
か
っ
た
。
翌
朝
、
ジ
ャ
ン
ボ
を
歩
か

せ
て
埠
頭
ま
で
連
れ
て
行
く
こ
と
を
試
み
た
が
、
や
は
り
ジ
ャ
ン
ボ
は
動
こ
う
と
し

な
か
っ
た
。

ジ
ャ
ン
ボ
が
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
を
離
れ
る
の
を
嫌
が
っ
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が

伝
え
ら
れ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
間
に
ジ
ャ
ン
ボ
売
却
反
対
の
声
が
高
ま
り
、
ジ

ャ
ン
ボ
人
気
は
一
気
に
沸
点
に
達
し
た
。
新
聞
各
紙
が
売
却
反
対
の
投
書
や
社
説
を

掲
載
し
、
デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
は
バ
ー
ナ
ム
に
対
し
て
、
売
買
契
約
の
解
約

条
件
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
求
め
る
電
報
を
打
っ
た
。
バ
ー
ナ
ム
の
も
と
に
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
買
い
入
れ
を
思
い
な
お
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
訴
え
る
手
紙
も
多
数
届
け
ら
れ
た!1

。

巷
に
は
、「
動
物
園
の
ペ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ン
ボ
を
ど
う
し
て
手
放
す
の
」
な
ど
の
ジ

ャ
ン
ボ
・
ソ
ン
グ
が
流
れ
、
店
に
は
各
種
の
ジ
ャ
ン
ボ
・
グ
ッ
ズ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン

に
は
ジ
ャ
ン
ボ
・
メ
ニ
ュ
ー
が
お
目
見
え
し
た!2

。
動
物
学
協
会
の
会
員
の
中
に
は
法

的
手
段
に
訴
え
る
者
も
現
れ
た
。
し
か
し
、
平
衡
法
裁
判
所
の
チ
テ
ィ
ー
判
事

（S
ir

Joseph
W

illiam
C

h
itty

）
は
、
売
却
は
法
的
に
有
効
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ボ
は

バ
ー
ナ
ム
の
正
当
な
購
入
物
で
あ
る
と
の
判
定
を
下
し
た!3

。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
も
皇
太
子
も
控
え
め
な
が
ら
ジ
ャ
ン
ボ
問
題
へ
の
関
心
を
表

明
し
、
下
院
で
も
ジ
ャ
ン
ボ
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
動
物
園
関
係
者
の
家
に
は

脅
迫
文
が
舞
い
込
み
、
一
方
、
動
物
園
に
は
恐
ら
く
そ
れ
ま
で
ジ
ャ
ン
ボ
の
名
も
知

ら
な
か
っ
た
よ
う
な
人
ま
で
が
別
れ
を
惜
し
み
に
詰
め
掛
け
た!4

。
三
月
二
日
に
は
女

王
暗
殺
を
は
か
る
大
事
件
も
発
生
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
熱
は
お
さ
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
月
一
一
日
に
な
る
と
、
嫌
が
っ
て
い
た
ジ
ャ
ン
ボ
が
枠

箱
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た!5

。

枠
箱
に
慣
ら
す
作
業
を
経
て
、
三
月
二
三
日
早
朝
一
時
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
枠
箱
は

ウ
マ
に
引
か
れ
て
動
物
園
を
出
発
、
テ
ム
ズ
川
に
停
泊
し
て
い
た
ア
ッ
シ
リ
ア
ン
・

モ
ナ
ー
ク
号
に
積
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
夜
の
送
別
会
で
、
駐
英
ア
メ
リ
カ
大
使
ロ
ー
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ウ
ェ
ル
（Jam

es
R

u
ssell

L
ow

ell

）
は
冗
談
半
分
に
「
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
唯

一
の
火
種
は
ジ
ャ
ン
ボ
だ
」
と
語
っ
た!6

。

三
月
二
四
日
、
船
は
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
、
テ
ム
ズ
川
河
口
の
グ
レ
ー
ブ
ゼ
ン
ド
ま

で
タ
グ
ボ
ー
ト
に
引
か
れ
て
進
ん
だ
。
そ
こ
に
は
慈
善
家
と
し
て
知
ら
れ
た
バ
ー
デ

ッ
ト
＝
ク
ー
ツ
（L

ady
A

n
gela

B
u

rdett-C
ou

tts

）
を
は
じ
め
、
貴
族
や
貴
婦
人
、

高
位
の
軍
人
や
国
会
議
員
た
ち
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
に
別
れ
を
告
げ
る
べ
く
待
ち
受
け
て

い
た!7

。
初
め
の
こ
ろ
は
船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ
で
あ
っ
た
が
、
四
月
九
日
、
無

事
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
懸
念
さ
れ
た
粗
暴
さ
も
問
題
に
な
る
こ

と
は
な
く
、「
巨
大
な
山
・
・
・
・
・
・
目
も
く
ら
む
ほ
ど
の
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
い
っ

た
バ
ー
ナ
ム
氏
の
宣
伝
文
句
と
、
実
際
の
巨
大
さ
と
で
、
こ
こ
で
も
ま
た
ジ
ャ
ン
ボ

は
絶
大
な
人
気
を
集
め
た
。
購
入
お
よ
び
輸
送
代
の
総
額
三
万
ド
ル
を
、
ジ
ャ
ン
ボ

は
ア
メ
リ
カ
に
来
て
十
日
で
清
算
し
、
六
週
間
で
三
三
万
六
千
ド
ル
を
稼
ぎ
出
し
た
。

三
年
半
に
百
万
も
の
北
米
の
子
ど
も
達
が
ジ
ャ
ン
ボ
の
背
中
に
乗
り
、
九
百
万
の
成

人
が
彼
を
見
る
た
め
に
入
場
券
を
買
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る!8

。

サ
ー
カ
ス
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
ス
コ
ッ
ト
と
と
も
に
ジ
ャ

ン
ボ
・
パ
レ
ス
・
カ
ー
（Ju

m
bo

P
alace

C
ar

）
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
特
別
仕
様
車

で
移
動
、
各
地
の
興
行
を
こ
な
し
て
い
た
。
一
八
八
五
年
九
月
一
五
日
、
夜
九
時
頃
、

オ
ン
タ
リ
オ
州
の
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
（S

t.
T

h
om

as

）
で
の
興
行
も
、
そ
ろ
そ
ろ

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
出
番
を
終
え
た
ゾ
ウ
た
ち
が
、
次
々
に
列

車
に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た
。
二
九
頭
が
乗
り
終
え
、
後
は
ジ
ャ
ン
ボ
と
親
指
ト
ム
と

い
う
小
さ
な
ゾ
ウ
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
右
手
に
列
車
、
左
手
は
土
手
で

約
二
、
五
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
面
と
な
っ
て
い
た
。
と
つ
ぜ
ん
背
後
か
ら
列
車
の
明
か

り
が
近
づ
い
て
き
た
。
通
常
の
ダ
イ
ヤ
に
は
な
い
グ
ラ
ン
ド
・
ト
ラ
ン
ク
鉄
道
の
臨

時
貨
物
列
車
で
あ
っ
た!9

。

危
険
を
察
知
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
鼻
で
ト
ム
を
土
手
に
投
げ
飛
ば
し
た
。
ト
ム
は

後
ろ
脚
を
折
っ
た
が
、
命
は
助
か
っ
た
。
続
い
て
ス
コ
ッ
ト
を
押
し
退
け
た
が
、
ジ

ャ
ン
ボ
自
身
は
も
は
や
身
を
か
わ
す
余
裕
が
な
く
、
機
関
車
と
衝
突
、
三
分
後
に
は

息
を
引
き
取
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
事
故
の
後
に
バ
ー
ナ
ム
が
翻
案
し
た
感
動
的
シ

ナ
リ
オ
で
あ
っ
た@0

。
現
実
に
は
、
二
頭
の
ゾ
ウ
と
も
に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
り
、
避

難
し
切
れ
な
か
っ
た
。

機
関
士
バ
ー
ニ
ッ
プ
（W

illiam
B

u
rn

ip

）
は
前
方
に
巨
大
な
塊
を
み
と
め
、
列

車
を
逆
走
さ
せ
て
危
険
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
機
関

車
の
排
障
器
が
ト
ム
に
後
か
ら
突
っ
込
み
、
彼
を
土
手
の
斜
面
に
跳
ね
飛
ば
し
た
。

続
い
て
ジ
ャ
ン
ボ
に
追
突
し
た
。
大
音
響
と
と
も
に
機
関
車
は
傾
い
て
止
ま
り
、
炭

水
車
と
最
初
の
車
両
は
完
全
に
脱
線
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
は
致
命
傷
を
負
っ
て
倒
れ
、

口
か
ら
血
が
流
れ
出
た
。
駆
け
寄
っ
た
ス
コ
ッ
ト
は
、
一
目
見
て
す
べ
て
を
理
解
し

た
。
腕
を
ジ
ャ
ン
ボ
の
鼻
に
ま
わ
し
、
子
供
の
よ
う
に
泣
き
崩
れ
た@1

。

こ
う
し
て
ジ
ャ
ン
ボ
は
二
十
代
半
ば
で
そ
の
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

彼
の
仕
事
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
バ
ー
ナ
ム
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
を
購
入
し
て
一
年
後
の

一
八
八
三
年
に
は
、
す
で
に
、
剥
製
製
作
者
ウ
ォ
ー
ド
（H

en
ry

A
.

W
ard

）
と
ジ

ャ
ン
ボ
の
剥
製
製
作
に
つ
い
て
契
約
を
交
わ
し
て
い
た@2

。

事
故
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
ウ
ォ
ー
ド
は
一
七
日
に
は
事
故
現
場
に
入
っ
た
。
ウ

ォ
ー
ド
と
そ
の
助
手
二
人
、
そ
し
て
地
元
の
屠
殺
業
者
六
人
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
解
体

に
当
た
っ
た
が
、
作
業
終
了
ま
で
に
二
日
を
要
し
た
。
腐
敗
の
進
行
と
と
も
に
町
半

分
に
悪
臭
が
広
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

皮
と
骨
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ド
自
然
科
学
研
究
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
七

四
四
八
〇
本
の
釘
を
使
っ
て
皮
を
引
き
伸
ば
し
、
多
く
詰
め
物
を
し
て
、
体
高
一
二

フ
ィ
ー
ト
の
剥
製
が
完
成
し
た
の
は
、
半
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
八
六
年
二

月
二
六
日
、
剥
製
ジ
ャ
ン
ボ
が
披
露
さ
れ
、
ウ
ォ
ー
ド
の
発
案
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
象

牙
粉
末
入
り
ゼ
リ
ー
が
集
ま
っ
た
報
道
陣
に
振
舞
わ
れ
た@3

。

同
年
、
バ
ー
ナ
ム
は
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
か
ら
二
百
ポ
ン
ド
で
ア
フ
リ
カ
・
メ
ス
ゾ
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ウ
の
ア
リ
ス
を
購
入
し
た
。
寡
婦
ジ
ャ
ン
ボ
役
を
担
っ
た
ア
リ
ス
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の

剥
製
、
骨
格
標
本
に
同
伴
し
て
各
地
を
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
彼
女

も
、
一
八
八
七
年
に
ブ
リ
ッ
ジ
ポ
ー
ト
（B

ridgeport

）
の
サ
ー
カ
ス
冬
季
営
舎
で

火
災
に
会
い
死
亡
し
た@4

。

ジ
ャ
ン
ボ
の
方
は
、
一
八
八
九
年
、
変
わ
り
果
て
た
姿
で
イ
ギ
リ
ス
に
里
帰
り
を

果
た
し
た
。
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
、
皇
太
子
も
弔
意
を
表
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る@5

。
そ
の
年
の
内
に
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
の
骨
格
標
本
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
（T

h
e

A
m

erica
n

M
u

seu
m

of

N
atu

ral
H

istory

）
に
収
め
ら
れ
、
一
九
六
九
年
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
た
。
剥
製
は

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
タ
フ
ツ
大
学
（T

u
fts

U
n

iversity

）
に
保

存
さ
れ
た
。
バ
ー
ナ
ム
は
こ
の
大
学
の
初
代
評
議
員
の
一
人
で
、
彼
の
寄
付
に
よ
っ

て
バ
ー
ナ
ム
自
然
史
博
物
館
（T

h
e

B
arn

u
m

M
u

seu
m

of
N

atu
ral

H
istory

、
後
に

は
バ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル：

B
arn

u
m

H
all

と
呼
ば
れ
た
）
が
設
立
さ
れ
、
こ
こ
に
彼
の
動

物
標
本
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
の
剥
製
も
最
終
的
に
こ
こ
に
納
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た@6

。

剥
製
ジ
ャ
ン
ボ
は
タ
フ
ツ
大
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
は

彼
の
名
を
な
の
り
、
学
生
た
ち
は
試
合
や
試
験
の
グ
ッ
ド
・
ラ
ッ
ク
を
願
っ
て
、
ジ

ャ
ン
ボ
の
鼻
に
コ
イ
ン
を
入
れ
た
り
、
尻
尾
の
毛
を
引
っ
張
っ
た
り
し
た
。
一
九
三

九
年
に
バ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル
は
学
生
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
以
前
の
展
示

品
は
撤
去
さ
れ
た
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
だ
け
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た@7

。

ジ
ャ
ン
ボ
没
後
九
〇
年
に
な
ろ
う
か
と
い
う
一
九
七
五
年
四
月
一
四
日
、
真
夜
中

過
ぎ
、
バ
ー
ナ
ム
・
ホ
ー
ル
の
冷
凍
装
置
の
配
線
不
具
合
か
ら
火
災
が
発
生
、
バ
ー

ナ
ム
・
ホ
ー
ル
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
も
灰
と
な
り
、
剥

製
ジ
ャ
ン
ボ
の
雄
姿
は
永
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
彼
の
灰
は
ピ
ー
ナ

ツ
・
バ
タ
ー
の
瓶
に
保
存
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
か
ら
は
、
グ
ッ
ド
・
ラ
ッ
ク

を
祈
っ
て
こ
の
瓶
を
擦
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
、
体
育
学
部
指
導
教
官
は
、
そ
の
職
を
辞
す
る
に
あ
た
り
、
新
任
教

官
へ
の
ジ
ャ
ン
ボ
遺
灰
引
継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。
灰
は
本
当
に
ジ
ャ
ン
ボ
の

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
の
問
い
に
、
彼
は
こ
う
答
え
た
。「
ジ
ャ
ン
ボ
が
荼
毘
に
ふ

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
彼
は
火
事
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
何
も
か
も
が
、
一
緒
に
な
っ
て
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
灰
は
ジ
ャ
ン
ボ
の
も

の
だ
と
信
じ
る
こ
と
だ
。
そ
の
な
か
の
ど
こ
か
に
彼
は
い
る
。
ど
の
灰
が
ジ
ャ
ン
ボ

の
も
の
か
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
で
も
、
そ
の
中
に
彼
は
い
る
の
だ@8

。」

一
方
、
ジ
ャ
ン
ボ
が
亡
く
な
っ
た
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
の
地
に
は
、
一
九
八
五
年
、

ジ
ャ
ン
ボ
の
百
年
忌
に
ジ
ャ
ン
ボ
像
が
建
立
さ
れ
た
。
十
年
後
に
は
、
セ
ン
ト
・
ト

ー
マ
ス
の
市
長
が
タ
フ
ツ
大
学
を
訪
れ
、
火
災
を
免
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ
の
象
牙
の
一
部

を
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
に
持
ち
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
こ
れ
を
エ
ル
ギ
ン
・
カ
ウ
ン

テ
ィ
ー
・
パ
イ
オ
ニ
ア
博
物
館
（T

h
e

E
lgin

C
ou

n
ty

P
ion

eer
M

u
seu

m

）
に
贈
呈

し
た
。
さ
ら
に
市
長
は
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
に
対
し
て
ジ
ャ
ン
ボ
の
骨
格
標

本
の
貸
し
出
し
を
求
め
た
が
、
こ
ち
ら
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
今
も
な
お
、
セ
ン

ト
・
ト
ー
マ
ス
に
は
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
に
対
し
て
骨
格
標
本
返
還
を
求
め

る
声
が
あ
る
と
い
う@9

。

第
二
章
　
ジ
ャ
ン
ボ
の
人
気
の
秘
密
　
そ
の
１

こ
の
劇
的
生
涯
そ
の
も
の
が
ジ
ャ
ン
ボ
の
人
気
の
秘
密
で
あ
る
と
、
言
っ
て
し
ま

え
ば
言
え
な
く
は
な
い
。
た
だ
、
彼
の
劇
的
生
涯
は
、
人
気
の
原
因
で
あ
る
と
同
時

に
人
気
の
結
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
人
々
が
ジ
ャ
ン
ボ
に
非
常
な
関
心
を
持
つ
ほ
ど

に
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
生
涯
は
人
間
の
都
合
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
度
合
い
が
強
ま
り
、

通
常
の
動
物
に
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
生
涯
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
人
々
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
ゾ
ウ
に
大
変
な
関
心
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、
基
本
的
な
人
気
の
要
因
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
大
き
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
八
八
二
年
の
雑
誌
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
に
は
、「
飼
育
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、

ゾ
ウ
は
す
べ
て
人
々
の
友
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
ジ
ャ
ン
ボ
だ
け
が
、
人
々
の
理

想
を
実
現
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
人
々
は
ゾ
ウ
に
大
き
さ
を
期
待
す
る
。

だ
が
、
実
際
目
に
す
る
イ
ン
ド
ゾ
ウ
は
想
像
し
て
い
た
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
、
騙
さ

れ
た
と
い
う
思
い
さ
え
浮
か
ぶ
。
こ
の
点
、
ジ
ャ
ン
ボ
だ
け
は
人
々
の
期
待
を
裏
切

る
こ
と
の
な
い
、
真
に
巨
大
な
ゾ
ウ
だ
と
い
う
の
で
あ
る#0

。

当
時
の
人
々
が
、
と
に
か
く
ジ
ャ
ン
ボ
の
巨
大
さ
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い

が
、
た
だ
、
ゾ
ウ
に
大
き
さ
を
期
待
す
る
心
情
は
、
必
ず
し
も
こ
の
時
期
の
人
た
ち

に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
当
時
の
人
々
が
特
に
こ
の
巨
大
ア
フ
リ
カ
ゾ

ウ
に
関
心
を
寄
せ
た
理
由
と
し
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
時
代
特
有
の
事
情
を
考
慮
に
入

れ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

「
僕
は
す
ば
ら
し
い
英
国
の
旗
が
大
好
き
、
坊
ち
ゃ
ん
た
ち
、
僕
は
い
つ
も
こ
の

旗
を
自
慢
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
／
こ
の
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
く
だ
さ
い
、
僕

が
ヤ
ン
キ
ー
の
国
は
す
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
」。
当
時
作
ら
れ
た
詩
「
動
物

園
の
ペ
ッ
ト
の
お
別
れ
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
リ
ト
ヴ
ォ
（H

arriet

R
itvo

）
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
ジ
ャ
ン
ボ
熱
（Ju

m
bom

an
ia

）
を
こ
う
解
説
し
て
い
る
。

「
動
物
愛
護
か
ら
の
関
心
は
明
ら
か
に
愛
国
心
か
ら
の
関
心
の
二
の
次
で
あ
っ
た
。

問
題
と
さ
れ
た
の
は
ジ
ャ
ン
ボ
が
サ
ー
カ
ス
で
苦
労
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ジ
ャ
ン
ボ
を
英
国
か
ら
ま
ん
ま
と
力
ず
く
で
手

に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」「
英
国
社
会
は
大
西
洋
の
向
こ
う
の
競
争
相
手
に

彼
を
譲
り
渡
す
こ
と
に
つ
ら
い
思
い
を
し
た
の
で
あ
る#1

」。

動
物
学
協
会
が
お
金
を
必
要
と
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
売
却
金
額
ぐ

ら
い
は
寄
付
で
容
易
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
よ
う
に
、
自

分
た
ち
の
動
物
園
の
人
気
者
が
お
金
で
売
り
渡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス

国
民
の
プ
ラ
イ
ド
が
損
な
わ
れ
た
の
は
確
か
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
購
入
し

た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
興
行
師
で
あ
っ
た
。「
世
界
の
工
場
」
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
を
襲

い
、
工
業
生
産
世
界
一
位
へ
躍
り
出
よ
う
と
す
る
勢
い
の
ア
メ
リ
カ
、
そ
の
国
の
興

行
師
が
金
の
力
に
も
の
を
い
わ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
財
産
を
奪
い
取
っ
て
い
く
、

こ
の
あ
た
り
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
は
い
か
に
も
耐
え
難
い
こ
と
と
感
じ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う#2

。

こ
れ
に
対
し
て
バ
ー
ナ
ム
は
、
金
銭
で
の
購
入
を
自
ら
の
仕
事
と
し
て
誇
ら
し
げ

に
語
り
、
ア
メ
リ
カ
国
民
を
代
表
す
る
か
た
ち
で
、
断
固
購
入
の
姿
勢
を
崩
さ
な
か

っ
た
。「
五
千
百
万
の
ア
メ
リ
カ
国
民
は
ジ
ャ
ン
ボ
の
到
着
を
熱
望
し
て
お
り
ま
す
。

お
金
で
購
入
で
き
る
最
高
の
も
の
を
展
覧
す
る
と
い
う
、
四
〇
年
間
変
わ
ら
な
い
私

の
仕
事
か
ら
し
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
は
絶
対
こ
ち
ら
に
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
。
一
〇
万

ポ
ン
ド
積
ま
れ
た
と
し
て
も
購
入
を
取
り
や
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん#3

」
と
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
も
バ
ー
ナ
ム
の
決
意
を
支
持
す
る
文
章
を
掲
載
し
た
。

「
…
…
兩
國
間
の
友
誼

ゆ
う
ぎ

關
係
の
決
裂
け
つ
れ
つ

を
見
ん
と
す
る
一
恨
事
こ
ん
じ

な
れ
ど
も
　
吾
人
と
し

て
は
今
更
此
象
を
手
離
さ
ざ
る
は
寧
ろ
當
然
の
事
な
り
と
す#4

」
と
。

こ
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
購
入
を
め
ぐ
っ
て
英
米
両
国
民
の
プ
ラ
イ
ド
が
ぶ
つ
か

り
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
異
常
な
ジ
ャ
ン
ボ
熱
の
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
砂
本
の
言
を
借
り
れ
ば
、「
實
際
、
こ
ん
な
立
派
な
國
際
的
問
題
を
捲ま

き

起
こ

し
た
人
氣
ゾ
ウ
も
、
先
づ
今
後
と
も
出
て
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ら
う#5

」。

さ
て
、「
愛
国
心
か
ら
の
関
心
の
重
要
性
」
を
認
め
た
う
え
で
、
リ
ト
ヴ
ォ
が
そ

れ
に
比
べ
れ
ば
「
明
ら
か
に
二
の
次
」
と
し
た
、
「
動
物
愛
護
か
ら
の
関
心
」

（h
u

m
an

itarian
con

cern
s

）
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
こ
う#6

。

確
か
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
熱
は
購
入
問
題
を
機
に
高
ま
っ
た
。
だ
が
、
レ
ス
・
ハ
ー
デ

ィ
ン
グ
（L

es
H

ardin
g

）
に
し
た
が
う
と
、
ジ
ャ
ン
ボ
が
バ
ー
ナ
ム
に
売
却
さ
れ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
一
月
二
五
日
に
タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
が
、
反

対
運
動
が
一
気
に
噴
出
し
た
の
は
、
二
月
一
八
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
て
の
最
初
の

輸
送
作
戦
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
抵
抗
で
失
敗
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
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ジ
ャ
ン
ボ
自
身
が
動
物
園
か
ら
離
れ
た
が
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
以
降
で
あ
っ
た#7

。

二
月
二
一
日
、
タ
イ
ム
ズ
紙
上
に
意
見
を
寄
せ
た
動
物
学
協
会
の
会
員
は
、「
自

分
の
家
と
家
族
か
ら
引
き
離
そ
う
と
す
る
試
み
に
際
し
て
の
、
こ
の
か
わ
い
そ
う
な

動
物
の
痛
ま
し
く
も
ほ
と
ん
ど
人
間
的
と
も
い
え
る
嘆
き
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
売
買

に
対
す
る
嫌
悪
感
が
強
ま
っ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る#8

。
動
物
園
の
人
気
者
が
売
却
さ

れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ン
ボ
が
悲
し
み
、
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

へ
の
同
情
が
ジ
ャ
ン
ボ
熱
を
沸
騰
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
タ
ー
ナ
ー
（Jam

es
T

u
rn

er

）
の
研
究
に
詳
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、

一
九
世
紀
と
い
え
ば
、
動
物
虐
待
防
止
の
法
律
、
動
物
愛
護
協
会
の
設
立
、
雑
誌

『
動
物
世
界
』
の
発
刊
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
ア
メ
リ
カ
で

も
、
動
物
虐
待
に
対
す
る
批
判
と
動
物
愛
護
精
神
が
高
揚
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
動

物
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
感
覚
・
感
情
を
持
ち
、
痛
み
・
苦
痛
を
感
じ
る
存
在
で
あ

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
存
在
を
苦
し
め
る
残
酷
さ
が
問
わ
れ
た
。
逆
に
、

人
間
の
内
に
潜
む
獣
的
野
蛮
さ
を
抑
え
込
む
た
め
に
も
、
動
物
へ
の
思
い
や
り
、
哀

れ
み
、
同
情
が
強
く
求
め
ら
れ
た#9

。

ジ
ャ
ン
ボ
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
動
物
愛
護
精
神
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
発
揚
の
好

機
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
輸
送
に
際
し
て
は
、
動
物
愛

護
協
会
の
会
長
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
に
対
す
る
手
荒
い
扱
い
が
な
い
か
ど
う
か
を
見
守
り
、

「
突
き
棒
」
の
使
用
に
反
対
し
た$0

。
そ
れ
で
も
、
狭
い
枠
箱
に
詰
め
込
ま
れ
て
の
船

旅
を
考
え
れ
ば
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
肉
体
的
苦
痛
が
避
け
が
た
い
こ
と
は
容
易
に
予
測
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
肉
体
的
苦
痛
以
上
の
も

の
を
露
に
し
た
の
だ
っ
た
。「
痛
ま
し
く
も
ほ
と
ん
ど
人
間
的
と
も
い
え
る
嘆
き

（th
e

path
etic

an
d

alm
ost

h
u

m
an

distress

）」
を
。
ペ
ル
・
メ
ル
・
ガ
ゼ
ッ
ト
紙
の

論
説
に
よ
る
と
「
こ
の
ゾ
ウ
は
理
性
的
で
忍
耐
強
い
断
固
た
る
抵
抗
（an

in
telligen

t,

patien
t,resolu

te
resistan

ce

）
を
示
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

同
紙
は
続
け
て
訴
え
る
。「
…
…
ジ
ャ
ン
ボ
は
明
ら
か
に
ロ
ン
ド
ン
の
友
と
わ
か

れ
た
く
な
い
の
だ
し
、
同
様
に
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
も
、
た
と
え
ど
ん
な
感
覚
ど
ん
な

感
情
の
持
主
で
あ
れ
、
こ
の
ゾ
ウ
が
い
な
く
な
る
と
思
え
ば
淋
し
さ
を
ぬ
ぐ
え
ま
い
。

こ
れ
が
わ
が
年
老
い
た
友
に
報
い
る
道
だ
ろ
う
か
。
純
粋
な
恵
み
を
、
暖
か
で
無
邪

気
な
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
た
最
良
の
恩
人
に
報
い
る
道
だ
ろ
う
か$1

。」

ロ
ン
ド
ン
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
紙
は
、
残
酷
さ
の
程
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
南
部
の
奴
隷
所
有
者
が
競
り
売
り
台
で
法
的
権
利
を
行
使
し
て
、
ひ
と
つ
の
家
族

を
引
き
裂
い
た
時
、
世
間
は
そ
の
非
人
間
的
な
行
為
に
呪
詛
の
声
を
上
げ
た
の
だ
っ

た
。
こ
の
成
熟
し
た
動
物
を
、
彼
が
愛
着
を
持
つ
そ
の
家
か
ら
、
そ
し
て
彼
に
対
す

る
愛
情
を
か
く
も
明
瞭
に
表
明
し
て
い
る
友
人
た
ち
か
ら
引
き
離
す
と
は
、
確
か
に
、

勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
残
酷
さ
で
は
あ
る$2

」
と
。

人
々
は
、
ア
リ
ス
を
妻
と
み
な
し
て
ジ
ャ
ン
ボ
に
家
庭
を
持
た
せ
、
自
分
た
ち
を

友
人
と
し
て
故
郷
を
持
た
せ
、
人
間
化
す
る
ほ
ど
に
共
感
し
や
す
く
な
る
ジ
ャ
ン
ボ

と
惜
別
の
情
を
共
有
し
よ
う
と
し
た
。
人
間
の
よ
う
に
苦
し
む
巨
大
ペ
ッ
ト
に
限
り

な
い
同
情
と
哀
れ
み
を
示
し
、
動
物
に
対
す
る
自
分
た
ち
の
優
し
さ
や
思
い
や
り
の

深
さ
を
実
感
も
す
れ
ば
、
表
明
も
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

上
部
に
小
さ
く
「
ジ
ャ
ン
ボ
　
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
イ
ド
と
栄
光
」、
下
部
に
は
大

き
く
「
ジ
ャ
ン
ボ
、
イ
ギ
リ
ス
の
損
失
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
利
益
」
と
説
明
あ
る
い

は
見
出
し
の
あ
る
当
時
の
風
刺
画
に
は
、
ベ
ル
ト
と
鎖
で
体
を
拘
束
さ
れ
、
鎖
を
引

き
ち
ぎ
ろ
う
と
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
が
描
か
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
を
拘
束
す
る
輸
送
の

残
酷
さ
を
訴
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
こ
の
絵
は
買
い
手
側
の
バ
ー
ナ
ム
に

よ
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
ア
メ
リ
カ
到
着
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

そ
う
な
る
と
、
動
物
園
で
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
哀
れ
な
拘
束
状
態
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
訴

え
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
苦
し
む
動
物
の
姿
が
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
も

ジ
ャ
ン
ボ
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
た
、
あ
る
い
は
募
ら
せ
る
と
予
想
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う$3

。
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こ
の
解
釈
が
正
し
け
れ
ば
、
風
刺
画
の
説
明
と
図
柄
の
組
み
合
わ
せ
は
な
か
な
か

意
味
深
長
で
あ
る
。
動
物
愛
護
か
ら
の
関
心
は
、
愛
国
心
か
ら
の
関
心
と
絡
ま
り
な

が
ら
、
し
か
も
対
立
す
る
二
国
間
を
通
底
す
る
か
た
ち
で
、
ジ
ャ
ン
ボ
へ
の
関
心
を

掻
き
立
て
る
要
素
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
三
章
　
ジ
ャ
ン
ボ
の
人
気
の
秘
密
　
そ
の
２

タ
ー
ナ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
も
六
〇
年
代
以
降
に
は
動
物
愛

好
家
の
中
に
は
「
生
命
そ
れ
自
体
の
神
聖
さ
」
と
い
う
観
念
が
広
が
り
、
野
生
動
物

の
生
存
権
も
そ
れ
自
体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
た
人
の
数
は
、
全
体
の
中
で
は
な
お
少
数
で
あ
っ
た
と
見

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
当
時
の
動
物
愛
護
精
神
は
、
一
般
的
に
は
人
間
に
近
し
い
ペ

ッ
ト
や
家
畜
に
対
し
て
圧
倒
的
に
強
力
に
発
揮
さ
れ
、
野
獣
は
同
情
の
範
囲
外
、
害

獣
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
駆
除
の
対
象
で
し
か
な
い
と
い
う
傾
向
に
あ
っ
た$4

。

ジ
ャ
ン
ボ
の
場
合
も
、
人
間
的
環
境
に
馴
化
し
、
家
族
・
友
人
と
離
れ
が
た
く
苦

悩
す
る
そ
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
人
間
的
で
さ
え
あ
っ
た
か
ら
、
当
時
の
動
物
愛
護
精
神

の
同
情
の
的
に
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
こ
の
点
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
人
気
の
も
う
ひ
と
つ

の
要
因
が
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
ジ
ャ
ン
ボ
が

飼
い
な
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
ア
フ
リ
カ
の
地
で
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
家
畜
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た$5

。
確

か
に
、
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
も
、
繁
殖
に
い
た
る
ま
で
人
間
の
管
理
下
に
あ
る
よ
う
な
、
厳

密
な
意
味
で
の
家
畜
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
が
人
間
に
飼

い
な
ら
さ
れ
、
人
間
世
界
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
き
た
歴
史
は
長
い
。
特
に
ト
ラ

狩
な
ど
で
、
人
間
を
背
中
に
乗
せ
、
野
獣
に
立
ち
向
か
う
姿
は
、
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
が
人

間
の
側
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
強
い
印
象
を
与
え
る$6

。

ま
た
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
の
中
で
、
ま
だ
鉄
道

の
通
っ
て
い
な
い
イ
ン
ド
の
森
林
地
域
を
、
主
人
公
フ
ィ
リ
ア
ス
・
フ
ォ
ッ
グ
一
行

を
乗
せ
て
運
ん
で
く
れ
た
の
も
、
彼
が
現
地
人
か
ら
購
入
し
た
ゾ
ウ
で
あ
っ
た
。
鉄

道
が
途
切
れ
た
途
端
、
人
身
御
供
の
お
こ
な
わ
れ
る
野
蛮
な
世
界
が
現
出
す
る
が
、

そ
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
文
明
人
と
同
じ
方
向
に
目
線
を
向
け
て
活
動
す
る
こ
の

ゾ
ウ
の
姿
は
、
当
時
の
欧
米
人
が
抱
く
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う$7

。

こ
れ
に
対
し
て
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
よ
う
に
飼
い
な
ら
さ
れ
て
人

間
世
界
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
自
然
の
側
に
属
し
、
文
明
世
界
と

対
峙
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

一
八
五
八
年
、
ト
マ
ス
・
ベ
イ
ン
ズ
（T

h
om

as
B

ain
es

）
が
描
い
た
絵
画
で
は
、

暗
黒
の
背
景
の
中
を
明
る
い
光
を
浴
び
て
進
む
蒸
気
船
に
対
し
て
、
耳
を
広
げ
鼻
を

上
げ
て
迎
え
撃
つ
か
の
よ
う
に
立
つ
ゾ
ウ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
蒸
気
船
に
小
さ

く
描
か
れ
た
人
物
が
発
砲
し
て
い
る
が
、
銃
弾
は
む
な
し
く
水
面
を
打
っ
て
水
し
ぶ

き
を
上
げ
て
い
る$8

。

ス
タ
ン
リ
ー
は
、
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
発
見
の
た
め
に
ア
フ
リ
カ
に
入
っ
た
際
、

初
め
て
野
生
の
ゾ
ウ
の
群
れ
を
目
撃
し
、
ゾ
ウ
こ
そ
は
「
百
獣
の
王
」
の
称
号
に
相

応
し
い
と
感
じ
た
。
彼
ら
は
「
自
由
で
征
服
さ
れ
ざ
る
、
森
と
沼
の
主
」
で
あ
り
、

ち
っ
ぽ
け
な
人
間
な
ど
全
く
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一

頭
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
と
突
然
遭
遇
し
た
時
に
は
、「
巨
大
な
モ
ン
ス
タ
ー
、
ア
フ
リ

カ
世
界
の
力
の
化
身
」
と
、
そ
の
印
象
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
巨
大
モ
ン
ス
タ
ー
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
ス
タ
ン
リ
ー
は
発
砲
す
る
こ
と
も
な
く
、
早
々
に
退
散
し
た

の
で
あ
っ
た$9

。

ベ
イ
ン
ズ
、
ス
タ
ン
リ
ー
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、
文
明
の
力
も
無
力
な
ほ
ど
の
ア

フ
リ
カ
の
大
自
然
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
、
畏
怖
、
さ
ら
に
は
畏
敬
の
念

す
ら
感
じ
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
大
自
然
の
主
は
、
欧
米
人
か

ら
常
に
畏
敬
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
対
象
と
は
限
ら
な
い
。
象
牙
を
求
め
る
ハ

283

七
七

ジ
ャ
ン
ボ

―
そ
の
生
涯
と
人
気
の
秘
密



ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
心
躍
る
標
的
で
も
あ
れ
ば
、
命
を
懸
け
て
挑
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
強

敵
で
も
あ
っ
た%0

。
文
明
化
イ
コ
ー
ル
植
民
地
化
を
目
指
し
て
ア
フ
リ
カ
に
乗
り
込
む

文
明
人
に
と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
大
自
然
は
克
服
す
べ
き
野
蛮
の
地
で
あ
り
、
ア
フ

リ
カ
ゾ
ウ
は
そ
の
代
表
と
し
て
文
明
に
対
峙
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
単

に
向
き
あ
っ
て
い
る
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。

二
〇
世
紀
初
頭
、
ア
フ
リ
カ
で
ゾ
ウ
・
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
ベ
ル
（W

.

D
.

M
.

B
ell

）
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
巨
大
オ
ス
ゾ
ウ
の
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
こ
そ
世
界
中
で
最
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
狩
り
だ
と
断
言
し
た
上

で
、
こ
れ
ら
の
巨
大
オ
ス
ゾ
ウ
は
、
昼
間
は
ブ
ッ
シ
ュ
ひ
そ
み
、
夜
間
に
は
現
地
の

人
た
ち
の
農
園
を
襲
う
習
性
を
身
に
着
け
て
い
る
、
「
略
奪
す
る
疫
病
神

（m
arau

din
g

pest

）」
と
表
現
し
て
い
る%1

。

少
し
下
る
が
、
か
の
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
も
、
一
九
一
四
年
に
、「
わ
た
し
の
心

配
は
患
者
の
食
糧
調
達
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
飢
饉
が
往
々
あ
る
。
…
…
象
の
た
め
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
彼
は
、
文
明
と
自
然
に
類
似
し
た
「
文
化
」

と
「
野
獣
」
の
対
立
構
図
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。

文
化
が
広
が
れ
ば
普
通
は
野
獣
が
死
に
絶
え
る
と
想
像
す
る
が
、
ア
フ
リ
カ
で
は

逆
に
野
獣
が
増
加
す
る
場
合
も
あ
る
。
現
地
の
人
々
が
伐
木
と
筏
流
し
に
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ゾ
ウ
狩
り
を
し
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
野
獣
す
な
わ
ち
ゾ
ウ
が
増

加
し
、
近
隣
の
バ
ナ
ナ
耕
地
を
襲
う
よ
う
に
な
り
、
飢
饉
が
起
こ
る
の
だ
と
、
彼
は

言
う
。
ゾ
ウ
に
よ
る
被
害
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ゾ
ウ
は
電
信
柱
を
な
ぎ
倒
し
、

電
信
に
も
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
も
語
っ
て
い
る%2

。

ア
フ
リ
カ
の
地
に
あ
っ
て
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、
文
明
の
二
重
の
破
壊
者
と
し
て
立

ち
現
れ
る
。
農
耕
文
明
、
そ
し
て
電
信
と
い
う
最
先
端
の
近
代
工
業
文
明
の
破
壊
者

と
し
て
。「
文
明
化
の
使
命
」
を
担
う
欧
米
文
明
人
に
と
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、

野
獣
、
時
と
し
て
は
破
壊
力
抜
群
の
害
獣
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
員
で
あ
る
は
ず

の
ジ
ャ
ン
ボ
が
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
文
明
世
界
へ
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
文
明
世
界

で
彼
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
体
現
で
き
る
ほ
ど
に
巨
大
に
な
っ
て
み
せ
た
。
短
期
間

で
は
あ
っ
た
が
粗
暴
に
な
っ
て
、
内
に
潜
む
野
性
の
片
鱗
を
示
し
て
見
せ
た
。
そ
れ

で
も
、
飼
育
係
の
ス
コ
ッ
ト
が
い
れ
ば
大
人
し
く
、
動
物
園
を
離
れ
る
二
日
前
の
三

月
二
〇
日
に
も
、
ま
だ
そ
の
背
に
人
を
乗
せ
て
い
た%3

。

リ
ト
ヴ
ォ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
米
人
に
と
っ
て
、「
最
良
の
動
物
と
は
、
勤

勉
で
従
順
で
進
ん
で
働
く
召
使
い
の
性
質
を
示
す
動
物
で
あ
っ
た
。
最
悪
の
動
物
と

は
、
仕
え
よ
う
と
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
優
位
に
あ
え
て
挑
戦
す
る
動
物
で

あ
っ
た%4

。」
野
蛮
の
世
界
に
あ
っ
て
は
最
悪
の
動
物
も
、
文
明
世
界
で
は
洗
練
さ
れ
、

最
良
の
動
物
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
文
明
の
力
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

近
代
文
明
と
い
わ
ず
、
聖
書
に
し
て
も
人
間
が
動
物
を
管
理
・
利
用
す
る
こ
と
に
、

こ
の
世
の
あ
る
べ
き
秩
序
を
認
め
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
一
見
、
制
御
不

可
能
と
思
え
る
こ
の
巨
大
な
ア
フ
リ
カ
・
オ
ス
ゾ
ウ
の
人
間
世
界
へ
の
馴
致
は
、
文

明
の
持
つ
力
、
そ
れ
も
、
あ
る
べ
き
秩
序
を
作
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
正
し
い
力
を
、

人
々
に
実
感
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
明
人
が
自
然
を
自
ら
の
手
で
支
配
・
管
理

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
文
明
人
と
し
て
の
自
尊
心
を
満
足
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
巨
大
さ
は
、
一
般
的
な
ゾ
ウ
の
魅
力
と
し
て

ジ
ャ
ン
ボ
の
人
気
を
支
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
見
し
て
の
制
御
不
可
能
性
を
印
象

づ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
意
味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

さ
ら
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
は
、
当
時
世
界
各
地
に
文
明
を
運
ん
だ
、
い
わ
ば
近
代
文
明

の
象
徴
で
あ
る
蒸
気
船
と
蒸
気
機
関
車
と
で
移
動
し
、
つ
い
に
は
鉄
道
事
故
で
生
涯

を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
明
的
な
、
あ
ま
り
に
文
明
的
な
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
死

で
は
あ
っ
た
。
列
車
の
破
損
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
激
突
の
勝
負
は
五
分
五
分
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
際
も
ま
た
、
人
々
の
同
情
と
哀
れ
み
が
表

出
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
死
が
繰
り
返
し
描
か
れ
る
こ
と
で
、
汽
車
の
ダ
メ
ー
ジ
の
ほ

う
は
陰
に
隠
れ
、
蒸
気
機
関
車
の
犠
牲
に
な
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
の
イ
メ
ー
ジ
が
際
立
つ
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こ
と
と
な
っ
た
。

人
々
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
死
を
悲
し
み
悼
む
ほ
ど
に
、
そ
の
裏
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

明
の
象
徴
で
あ
る
「
鉄
の
ウ
マ
」（Iron

h
orse

、
ウ
マ
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
家
畜
文
明

の
極
み
で
あ
り
、
最
も
高
貴
な
る
動
物
で
あ
っ
た
）、
す
な
わ
ち
蒸
気
機
関
車
の
力
が
、

ア
フ
リ
カ
自
然
の
象
徴
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
を
斃
し
た
と
い
う
事
実
を
感
知
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か%5

。

ジ
ャ
ン
ボ
の
最
期
を
伝
え
る
写
真
の
中
に
は
、
最
上
部
に
、
ジ
ャ
ン
ボ
に
衝
突
し

た
文
明
の
使
者
＝
蒸
気
機
関
車
を
配
し
、
そ
こ
か
ら
機
関
士
が
乗
り
出
す
よ
う
に
正

面
を
見
つ
め
て
い
る
構
図
の
も
の
が
あ
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
は
そ
の
下
の
土
手
に
横
た
わ

り
、
そ
の
周
り
に
ス
コ
ッ
ト
を
は
じ
め
関
係
者
が
立
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
で
、
射

殺
さ
れ
た
ゾ
ウ
が
、
そ
れ
を
打
ち
倒
し
た
ハ
ン
タ
ー
や
、
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
た
文

明
の
利
器
＝
銃
と
と
も
に
写
さ
れ
る
ゾ
ウ
狩
り
の
写
真
と
似
通
っ
た
雰
囲
気
を
持
っ

て
い
る%6

。

文
明
世
界
に
馴
化
し
、
そ
し
て
文
明
に
殉
じ
る
こ
と
で
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
・
ジ
ャ

ン
ボ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
明
が
求
め
る
文
明
と
自
然
の
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
フ
リ
カ
の
、
あ
る
べ
き
関
係
を
示
し
て
み
せ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
野
性

を
手
な
ず
け
、
翻
弄
し
、
屠
り
去
る
文
明
の
姿
に
、
多
く
の
人
々
は
恐
れ
や
疑
問
を

持
つ
よ
り
も
、
文
明
の
力
を
感
じ
取
り
、
む
し
ろ
こ
の
世
界
の
あ
る
べ
き
秩
序
を
確

認
し
て
安
堵
感
と
満
足
感
お
ぼ
え
る
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

余
裕
の
ゆ
え
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
が
ゆ
え
に
、
人
々
は
限
り
な

い
愛
情
と
同
情
と
哀
れ
み
を
ジ
ャ
ン
ボ
に
対
し
て
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
か
の
時
代
の
ジ
ャ
ン
ボ
人
気
の
秘
密
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

q

<h
ttp://w

w
w

.am
telecom

.n
et/~aylm

erm
u

seu
m

/ju
m

boeleph
an

t.h
tm

>

w

Ju
m

bo

と
言
う
言
葉
自
体
は
こ
の
ゾ
ウ
の
登
場
以
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。L

es

H
ardin

g,
E

leph
an

t
story

:
J

u
m

bo
an

d
P

.
T

.
B

arn
u

m
u

n
d

er
th

e
B

ig

T
op

,
N

orth
C

arolin
a
：

Jefferson
,
2000,

p
p

.
17-18.

O
xford

E
n

glish

D
iction

ary,
2n

d
ed.,

1989,
p.
305.

W
orld

W
id

e
W

ord
:

<
h

ttp://w
w

w
.

w
orldw

idew
ords.org/qa/qa-ju

m
3.h

tm
>

e

H
ardin

g,
op.cit.,

pp.
35,
94.

S
u

san
W

ilson
,

“A
n

E
leph

an
t’s

T
ale”,

T
u

fts
on

lin
e

M
agazin

e,
S

prin
g,
2002,

p.
2

:
<

h
ttp://w

w
w

.tu
fts.edu

/

alu
m

n
i/m

agazin
e/sp

rin
g2002/ju

m
bo.h

tm
l>

マ
シ
ュ
ウ
・
ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン

『
エ
ジ
ソ
ン
の
生
涯
』（
矢
野
徹
・
白
石
祐
光
・
須
山
静
夫
訳
）
新
潮
社
　
一
九
六
二

年
　
二
一
一
頁
。M

ark
T

w
ain

,
F

ollow
in

g
th

e
E

qu
ator,

T
h

e
w

ritin
gs

of

M
ark

T
w

ain
,

vol.
21,

D
efin

itive
ed.,

(R
eprin

t.
O

rigin
ally

pu
blish

ed
:

N
ew

Y
ork

:G
abriel

W
ells

,
1923),

●
●
●
●
●
●
●,

1988,pp.
313-315.

マ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
『
赤
道
に
沿
っ
て
』（
飯
塚
英
一
訳
）
下
　
彩
流
社
　
二
〇
〇
〇

年
　
三
二
〇
―
三
二
三
頁
。H

ard
in

g,
op

.cit.,
p

.
1.

W
ikip

ed
ia

:
<

h
ttp

://

en
.w

ikipedia.org/w
iki/D

u
m

bo>

r

砂
本
悦
次
郎
　
『
象
』
上
　
世
尊
普
賢
會
出
版
部

一
九
三
一
年
　
八
六
七
頁
。

t

前
掲
書
　
八
六
七
―
八
九
〇
頁
。

y

前
掲
書
　
八
六
八
―
八
六
九
頁
。H

ardin
g,

op.cit.,
pp.
12-16,

25.

名
前
の
由

来
に
つ
い
て
は
、
注
w
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

u

Ibid
.,p.

24.Joh
n

E
dw

ards,L
on

d
on

Z
oo

from
old

ph
otograph

s
1852-

1914,L
on

don
,1996,pp.63-115.

i

粗
暴
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス
ト
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
と
み

る
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
歯
の
生
え
変
わ
り
と
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

R
ich

ard
G

.
V

an
G

elder,
“A

B
ig

P
ain

,
W

h
atever

w
as

th
e

m
atter

w
ith

Ju
m

bo
?”,

N
atu

ral
H

istory,
M

arch
,
1991,

pp.
22-27.

H
ardin

g,
op.cit.,

pp.35-37.

砂
本
　
前
掲
書
　
八
七
〇
頁
。

o

H
a

rd
in

g,
op

.cit.,
38.

R
ich

a
rd

C
a

rrin
gton

,
E

lep
h

a
n

ts：
a

sh
ort

accou
n

t
of

th
eir

n
atu

ral
h

istory,
evolu

tion
an

d
in

flu
en

ce
on

m
an

kin
d

,

H
arm

on
dsw

orth
,
1962,

pp.
213-214.

リ
チ
ャ
ー
ド
・
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
著
『
象
の

話
』（
砂
本
悦
次
郎
訳
）
愛
象
会
出
版
部
　
一
九
七
一
年
　
一
四
七
頁
。

!0

P
.

T
.

B
arn

u
m

,
B

A
R

N
U

M
’S

O
W

N
S

T
O

R
Y

T
h

e
A

u
tobiograph

y
of

P
.

T
.

B
A

R
N

U
M

,
1961,

reprin
ted,

G
lou

cester
:

P
eter

S
m

ith
,
1972,

p.
429.

285

七
九

ジ
ャ
ン
ボ

―
そ
の
生
涯
と
人
気
の
秘
密

東
京
：
本
の
友
社



H
ardin

g,op.cit.,pp.40,91.

砂
本

前
掲
書

八
七
一
頁
。

!1

デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
の
電
報
、
バ
ー
ナ
ム
か
ら
の
返
電
、
そ
れ
を
受
け
て
の

デ
イ
リ
ー
・
テ
レ
グ
ラ
フ
の
論
説
、
子
供
た
ち
か
ら
バ
ー
ナ
ム
へ
の
嘆
願
の
手
紙
三

通
が
『
象
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
砂
本
　
前
掲
書
　
八
七
三
―
八
八
三
頁
。

!2

C
arrin

gton
,

op.cit.,
pp.
217-218.

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
　
前
掲
書
　
一
四
九
―
一

五
一
頁
。H

ardin
g,

op.cit.,
p.
48.

M
.

R
.

W
ern

er,
B

arn
u

m
,

G
arden

C
ity,

1927,p.336.

!3

Ibid
.,p.339.L

es
H

ardin
g,op.cit.,p.56.

砂
本
　
前
掲
書
　
八
八
六
頁
。

!4

H
ardin

g,
op.cit.,

pp.
47-48.

W
illson

,
op.cit.,

p.
3.

S
ebastian

D
.

G
.

K
n

ow
les,

“T
h

e
T

ru
e

S
tory

of
Ju

m
bo

th
e

E
leph

an
t”,

in
T

w
en

ty-first

J
oyce,edited

by
E

llen
C

arol
Jon

es
an

d
M

orris
B

eja,G
ain

esville,F
la.:

U
n

iversity
P

ress
of

F
lorida,2004,pp.97,103

．

!5

Ibid
.,

p.
101.

A
.

H
.

S
axon

,
P

.
T

.
B

arn
u

m
:

th
e

legen
d

an
d

th
e

m
an

,

N
ew

Y
ork

:C
olu

m
bia

U
n

iversity
P

ress,
1989,p.

293.

枠
箱
に
入
る
よ
う
に

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
はH

ardin
g,op.cit.,p.54.

!6

Ibid
.,p.60.

砂
本

前
掲
書

八
七
二
頁
。

!7

H
ardin

g,op.cit.,pp.60-61.M
.R

.W
ern

er,op.cit.,pp.342-343.

!8

H
ardin

g,op.cit.,pp.6,94.

!9

Ibid
.,pp.6-7.

@0

Ibid
.,

p.
99.

A
.

H
.

S
axon

,
(ed.),

S
elected

L
etters

of
P

.
T

.
B

arn
u

m
,

N
ew

Y
ork

:C
olu

m
bia

U
n

iv.P
ress,1983,p.273.

@1

H
ardin

g,
op.cit.,

pp.
7-8,

104.
W

ilson
,

op.cit.,
pp.
1,
5-6.

K
n

ow
les,

op.cit.,p.106.

砂
本

前
掲
書

八
八
七
―
八
八
八
頁
。

@2

Joh
n

R
.

R
u

ssell,
‘Ju

m
bo’,

U
n

iversity
of

R
och

ester
L

ibrary
B

u
lletin

,

V
ol.III,N

u.I,1947,pp.14-19.

ジ
ャ
ン
ボ
の
あ
ま
り
に
劇
的
な
最
期
と
死
に
先

立
つ
こ
の
剥
製
製
作
契
約
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
死
は
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
は
、
と
の
憶

測
を
生
む
要
因
と
も
な
っ
た
。H

arding,op.cit.p.99.Saxon,op.cit.,pp.300-301.

@3

Ibid
.,

pp.
99-101,

113.
B

arn
u

m
,

op.cit.,
p.
444.

砂
本

前
掲
書

八
八
八

―
八
八
九
頁
。

@4

B
arn

u
m

,op.cit.,p.444.E
dw

ards,op.cit.,p.96.

@5

E
ric

S
ciglian

o,
L

ove,
W

ar,
an

d
C

ircu
ses,

B
oston

,
2002,

p.195.
Jam

es

W
.C

ook
(ed.),T

h
e

C
olossal

P
.T

.B
arn

u
m

R
ead

er,U
rban

a
:U

n
iversiy

P
ress,2005,pp.229-230

．

@6

W
ilson

,
op.cit.,

pp.
3,
6-8.

S
axon

,
(ed.),

op.cit.,
pp.
308-309.

砂
本

前

掲
書

第
八
十
三
圖

八
八
八
頁
。

@7

“E
leph

an
t

tale:
T

h
e

story
of

Ju
m

bo”,
T

u
fts

J
ou

rn
al,

A
u

gu
st
6,
2004,

p
.
2

:
<

h
ttp

://tu
ftsjou

rn
al.tu

fts.ed
u

/arch
ive/2001/october/tu

fts150/

in
dex.sh

tm
l>

M
ike

F
riedm

an
,‘A

bou
t

Ju
m

bo’,T
u

fts
U

n
iversity

J
u

m
bo

C
lu

b,2004,p.1
:<h

ttp://ju
m

boclu
b.org/abou

t/ju
m

bo.asp>

@8

W
ilson

,op.cit.,p.10.

@9

S
t.

T
h

om
as

th
e

Ju
m

bo
M

on
u

m
en

t
:

<
h

ttp://w
w

w
.elgin

tou
rist.com

/

stth
om

as/ju
m

bo.sh
tm

l>
M

ark
B

ellis,
“Ju

m
bo-B

ack
from

th
e

D
ead”

:

<http://w
w

w
.geocities.com

/lostnprofound/jum
bo.htm

>
P

atrick
M

aloney,

“S
t.T

h
om

as
cam

paign
aim

s
to

take
on

N
.Y

.over
Ju

m
bo”,L

on
d

on
F

ree

P
ress

:
<

h
ttp

://w
w

w
.fyilon

d
on

.com
/p

erl-bin
/n

iveau
2.cgi?s=

arts&

p=
76190.h

tm
l&

a=
1>

#0

H
ardin

g,op.cit.,p.23.

#1

H
arriet

R
itvo,T

h
e

A
n

im
al

E
state

:T
h

e
E

n
glish

an
d

O
th

er
C

reatu
re

in
th

e
V

ictorian
A

ge,
C

am
bridge,

M
assach

u
setts:

H
arvard

U
n

iversity

P
ress,

1987,p.
232.

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
リ
ト
ヴ
ォ
著
『
階
級
と
し
て
の
動
物
』（
三
好

み
ゆ
き
訳
）
国
文
社
　
二
〇
〇
一
年

三
二
九
―
三
三
〇
頁
。

#2

H
ardin

g,
op.cit.,

43.

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
『
赤
道
に
沿
っ
て
』
で
も
、
ジ

ャ
ン
ボ
は
ネ
ル
ソ
ン
提
督
記
念
碑
や
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
家
と
同
列
の
イ
ギ
リ
ス

国
民
の
宝
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
バ
ー
ナ
ム
の
購
入
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。T

w
ain

,op.cit.,pp.
313-315.

ト
ウ
ェ
イ
ン
　
前
掲
書
　
三
二
〇
―
三

二
三
頁
。

#3

C
arrington,op.cit.,p.217.

キ
ャ
リ
ン
ト
ン
　
前
掲
書

一
四
九
頁
。H

arding,

op.cit.,p.44.

砂
本
　
前
掲
書
　
八
七
四
―
八
七
五
頁
。

#4

前
掲
書
　
八
七
二
頁
。

#5

前
掲
書
　
八
九
〇
頁
。

#6

R
itvo,op.cit.,p.232.

リ
ト
ヴ
ォ
　
前
掲
書
　
三
二
九
頁
。

#7

H
ardin

g,op.cit.,pp.41-42.

286

八
〇



#8

Ibid
.,pp.42-43.

#9
Jam

es
T

u
rn

er,
R

eckon
in

g
w

ith
th

e
B

ea
st

:
A

n
im

a
ls,

P
a

in
,

a
n

d

H
u

m
an

ity
in

th
e

V
ictorian

M
in

d
,

B
altim

ore
:

T
h

e
Joh

n
s

H
opk

in
s

U
n

iversity
P

ress,
1980.

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
タ
ー
ナ
ー
『
動
物
へ
の
配
慮
』（
斎
藤
九

一
訳
）
り
ぶ
ら
り
あ
選
書
　
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
九
四
年
。

$0

W
ern

er,op.cit.,p.341.

砂
本
　
前
掲
書
　
八
八
六
頁
。

$1

G
w

yn
n

e
V

evers,L
on

d
on

Z
oo,L

on
don

:B
odley

H
ead,

1976,pp.
87-88.

Ｇ
・
ヴ
ェ
ヴ
ァ
ー
ズ
『
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
一
五
〇
年
』（
羽
田
節
子
訳
）
築
地
書
館

一
九
七
九
年
　
一
〇
二
―
一
〇
四
頁
。

$2

H
ardin

g,op.cit.,43.
砂
本
　
前
掲
書
　
八
七
二
頁
。

$3

S
axon

,(ed.),op.cit.,p.224.

$4

T
u

rn
er,

op.cit.,
p.
133.

タ
ー
ナ
ー

前
掲
書

二
三
二
頁
。R
itvo,

op.cit.,

p.23-30

．

リ
ト
ヴ
ォ

前
掲
書
　
四
四
―
五
二
頁
。

$5

こ
の
点
は
改
め
て
議
論
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
一
言
だ
け
述
べ
て
お
く
と
、
ベ
ル

ギ
ー
国
王
レ
オ
ポ
ル
ド
二
世
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
家
畜
化
計
画
は
、
一
度
挫
折
し

た
後
、
一
八
九
九
年
か
ら
の
再
挑
戦
で
マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
の
訓
練
・
使
役
に
成
功
し
て

い
る
。C

live
S

pin
age,

E
leph

an
t,

L
on

don
:

T
.

&
A

.
D

.
P

oyster,
1994,

pp.277-280.

$6

Ｊ
・
ク
ラ
ッ
ト
ン
＝
ブ
ロ
ッ
ク
『
図
説
動
物
文
化
史
事
典
』（
増
井
久
代
訳
）
原
書

房
　
一
九
八
九
年
　
一
七
二
―
一
七
三
頁
。
Ｆ
・
Ｅ
・
ゾ
イ
ナ
ー
『
家
畜
の
歴
史
』

（
国
分
直
一
・
木
村
伸
義
訳
）
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
八
三
年
　
三
一
七
―
三
三
五

頁
。R

itvo,
op

.cit.,
p

p
.
23-24.

リ
ト
ヴ
ォ

前
掲
書
　
四
二
頁
。Joh

n
M

.

M
a

cK
en

zie,
T

h
e

E
m

p
ire

of
N

a
tu

re,
M

a
n

ch
ester

:
M

a
n

ch
ester

U
n

iversity
P

ress,
1988,

pp.
167,

181.

砂
本
　
前
掲
書
　
一
〇
八
六
―
一
一
〇

四
頁
。

$7

ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』（
鈴
木
啓
二
訳
）
岩
波
文
庫
　
二

〇
〇
一
年
　
一
一
二
―
一
五
五
頁
。

$8

ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
ル
『
象
の
物
語
』（
長
谷
川
明
・
池
田
啓
監
修
）（「
知
の
再
発

見
」
双
書
26
）
創
元
社
　
一
九
九
三
年
　
九
八
―
九
九
頁
。

$9

H
en

ry
M

.S
tan

ley,H
ow

I
F

ou
n

d
L

ivin
gston

e,
1872,(R

eprin
t

edition
,

N
ew

Y
ork

:A
rn

o
P

ress,1970),pp.358-359,580.

%0

R
itvo,

op.cit.,
pp.
269-270.

リ
ト
ヴ
ォ

前
掲
書
　
三
八
〇
―
三
八
一
頁
。R

.

G
ordon

C
u

m
m

in
g,

A
H

u
n

ter’s
L

ife
in

S
ou

th
A

frica,
1850,

(F
acsim

ile

reprodu
ction

of
th

e
1850

edition
,

B
u

law
ayo

:
B

ook
s

of
Z

im
babw

e,

1980),V
ol.2,p.18.

F
rederick

C
ou

rten
ey

S
elou

s,A
H

u
n

ter’s
W

an
d

erin
g

in
A

frica,
1881,

(reprin
t

edition
,

N
ew

Y
ork

:
A

lexan
der

books,
2001),

pp.49,364-366.W
.D

.M
.B

ell,T
h

e
W

an
d

erin
gs

of
an

E
leph

an
t

H
u

n
ter,

S
affron

W
alden

,1923,pp.1,4.

%1

Ibid
.,pp.1,4.

%2

A
lbert

S
ch

w
eitzer,

Z
w

isch
en

W
a

sser
u

n
d

U
rw

a
ld

,
M

ü
n

ch
en

:

D
eu

tsch
er

T
asch

en
bu

ch
V

erlag,
1990,

pp.
144-146.

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ
ル

『
水
と
原
生
林
の
は
ざ
ま
で
』（
野
村
實
訳
）
岩
波
文
庫
　
一
九
五
七
年
　
一
三
七
―

一
三
八
頁
。

%3

H
ardin

g,op.cit.,pp.36,56.

%4

R
itvo,op.cit.,p.17.

リ
ト
ヴ
ォ
　
前
掲
書
　
三
二
頁
。

%5

ク
ネ
ル
ツ
ァ
ー
（H

olm
ar

K
n

oerzer

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ

ェ
ル
ヌ
の
『
蒸
気
で
動
く
家
』
に
は
蒸
気
機
関
車
と
ゾ
ウ
の
イ
メ
ー
ジ
の
重
な
り
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
発
想
に
な
ら
え
ば
、
鉄
の
ゾ
ウ
と
ジ
ャ
ン
ボ
の
衝
突
と
な
る
。
た

だ
、『
蒸
気
で
動
く
家
』
の
場
合
、
舞
台
は
ア
ジ
ア
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
な
役
畜
と

し
て
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
イ
メ
ー
ジ
と
蒸
気
機
関
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
蒸
気
機
関
車
と
ウ
マ
の
重
な
り
の
ほ
う
が
よ
り

自
然
で
あ
ろ
う
。H

olm
a

r
R

.
K

n
oerzer,

J
u

m
b

os
P

a
ssion

,
L

ü
b

eck
:

S
ch

m
id

t

‐R
öm

h
ild

,
s.
142.

L
es

oeu
vres

d
e

Ju
les

V
ern

e,
V

O
L

.
29,

L
au

san
n

e
:

R
en

con
tre,
1968.

山
下
正
男
『
動
物
と
西
欧
思
想
』
中
公
新
書
　
一

九
七
四
年
　
一
五
二
―
一
五
三
頁
。R

itvo,
op.cit.,

pp.
19-20.

リ
ト
ヴ
ォ
　
前
掲

書
　
三
五
―
三
七
頁
。

%6

B
arn

u
m

,
op.cit.,

p.
362.

<
h

ttp://w
w

w
.elgin

tou
rist.com

/stth
om

as/

ju
m

bo.sh
tm

l>

ド
ロ
ー
ル
　
前
掲
書
　
一
七
八
―
一
七
九
頁
。（

本
学
非
常
勤
講
師
）

287

八
一

ジ
ャ
ン
ボ

―
そ
の
生
涯
と
人
気
の
秘
密


